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◎

史
学
研
究
会
大
会

予
　
告

　
左
記
の
日
程
で
本
会
及
び
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
連
合
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数
御
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
、

　
御
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
。

◇
＋
一
月
醐
日
（
火
）
午
前
八
時
半
～
午
後
六
時

見
学
会
　
彦
根
探
訪
　

講
師
　
撚
都
大
橋
柴
　

田
　
實
氏

三
上
神
社
・
彦
根
城
・
美
術
館
・
大
老
記
念
館
・
渡
岸
寺
・
多
賀
神
社
・
木
宮
神
社
（
以
上
バ
ス
に
て
巡
回
）

．
参
加
会
費
　
　
　
　
・
五
σ
○
円
（
昼
食
費
を
含
む
）

※
参
加
御
希
望
の
方
は
、
会
費
を
添
え
て
十
月
二
十
日
ま
で
に
お
巾
込
下
さ
い
。
当
日
お
申
込
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
な
お
、

　
都
合
に
よ
り
見
学
場
所
を
若
干
変
更
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
ら
か
じ
め
お
含
み
お
き
下
さ
い
。

◇
＋
一
月
＝
日
（
水
）
午
後
一
時
よ
り

　
　
　
　
史
学
研
究
会
大
会
及
び
総
会

（
題
未
定
）

居
延
漢
簡
に
つ
い
て

教京
　都
　大
授乳

教東
　京
　大
授学

森　竹

内

鹿　理

平

野

都

大

学

楽

友

会

館

氏氏

◇
＋
圏
月
三
日
（
祝
）
午
前
九
時
よ
り

　
　
　
　
　
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
各
大
会

　
　
　
　
（
備
考
）
各
大
会
の
詳
細
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
十
刀
下
句
次
号
（
四
三
巻
六
号
）
と
と
も
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
大
会
出
席

　
　
　
　
　
の
た
め
出
張
依
頼
状
の
必
要
な
方
は
、
な
る
べ
く
早
く
本
会
宛
御
連
縁
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
会
員
各
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会

ド

ノ



　
と
あ
る
。
本
文
中
引
用
の
「
濃
州
一
行
記
」
の
門
城
郭
に
彷
彿
た
り
」
と
記

　
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ま
名
大
に
年
代
不
明
の
「
否
分
「
之
罰
麹
砿

　
と
の
屋
敷
大
絵
麟
あ
り
、
石
垣
と
土
塀
と
で
め
ぐ
ら
し
た
南
北
最
長
七
一
問
、

　
東
薩
同
六
一
問
の
地
に
、
建
坪
　
五
四
坪
（
一
九
四
畳
）
、
　
　
〇
三
坪
（
…

　
四
一
畳
）
、
五
｝
一
坪
（
一
三
六
畳
）
の
三
棟
（
之
が
ま
た
幾
糠
に
も
分
れ
て

　
い
た
で
あ
ろ
う
が
）
が
コ
の
ψ
申
形
に
つ
ら
な
り
、
建
坪
含
計
七
八
六
坪
（
四

　
七
一
畳
）
と
い
う
広
大
な
建
物
が
あ
る
。
以
上
の
畳
数
は
記
入
が
あ
る
が
坪

　
数
は
記
入
が
な
い
の
で
、
百
分
之
皿
と
の
縮
尺
で
割
繊
し
た
概
数
で
あ
る
。

　
つ
づ
い
て
南
方
に
家
中
屋
敷
ニ
ケ
所
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
図
は
阻
却

　
来
と
ハ
御
建
前
も
広
ク
御
立
派
二
」
（
明
治
二
年
歎
願
害
）
な
っ
た
焼
失
後

　
の
絵
図
か
も
知
れ
な
い
。

⑳
　
撫
藤
竹
彦
氏
「
宿
助
繊
と
し
て
の
三
二
金
の
実
態
一
醗
ケ
原
宿
の
場
合
偏

　
『
岐
康
更
学
』
箱
…
＝
号
。

＠＠

『
毫
毛
郡
志
』
一
〇
五
八
頁
以
下
。

鈴
木
寿
氏
門
旗
本
領
の
構
造
」
　
『
歴
史
学
研
究
』
第
二
〇
八
号
。

　
○
文
書
閲
覧
の
便
を
与
え
ら
れ
た
名
大
図
霞
館
に
感
謝
の
意
を
蓑
し
た

　
　
い
。

執
籔
者
紹
介

一朝八二黒目木新宮樋

鯉木綱 ?馴・
信直　春正＝良直善隆

夫弘充彦宏郎平吉造康
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京
都
大
学
助
教
授

東
北
大
学
教
授

秋
田
大
学
助
教
授

鹿
児
島
大
学
助
教
授

岐
阜
大
学
教
授

広
島
朝
立
舟
入
高
校
教
諭

京
都
大
学
大
学
院
学
生

．
山
ロ
大
学
助
手

京
都
大
学
研
修
員

元
京
都
大
学
助
教
授

　
　
　
　
例
会
予
　
告

十
月
一
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
京
都
大
学
楽
友
会
館

肇
舗
縢
犠
繋
　

宮
崎
市
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
予
定
）

　
　
宮
崎
理
事
長
に
は
、
去
る
八
月
モ
ス
ク
ワ
で
の
第
一
　
十
五
回
東
洋

　
　
学
庸
会
議
、
つ
い
で
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
第
十
一
回
国
際
歴
史
学

　
　
会
議
に
繊
席
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
早
速
に
帰
朝
報
告
を
お
瀬
し
て

　
　
お
り
ま
す
。
多
数
郷
来
会
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。
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介麟

地
方
史
研
究
協
議
会
編

日
本
産
業
史
大
系

　
－
関
東
地
方
編
ー
ー

　
近
年
経
済
風
土
記
等
と
称
し
て
地
方
の
経
済
史
関

係
の
書
物
や
叢
書
が
回
立
っ
て
出
版
さ
れ
て
き
た
折

か
ら
、
学
素
の
真
野
な
研
究
機
関
で
あ
る
地
方
史
研

究
協
議
会
が
故
野
村
兼
太
郎
以
下
老
若
合
せ
た
こ
の

方
面
で
の
専
門
家
多
数
を
揃
え
て
、
総
論
編
を
も
ふ

く
む
地
方
毎
の
産
業
史
大
系
八
巻
を
企
図
し
、
そ
の

一
部
が
既
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
慶
賀
す
べ
ぎ
で
あ

る
。
し
か
も
従
来
の
大
家
の
み
に
よ
る
お
き
ま
り
の

記
述
内
轟
谷
と
は
異
っ
て
、
メ
ン
バ
i
－
甲
に
も
一
、
二

の
地
理
学
者
も
参
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
便
宜
な
付

図
や
、
地
帯
毎
の
叙
述
配
列
等
に
充
分
伺
う
こ
と
が

田
来
る
。
例
え
ば
関
東
編
に
あ
っ
て
江
戸
に
対
し
て

江
戸
周
辺
の
産
物
を
あ
げ
、
こ
こ
に
江
戸
近
郊
の
門

葉
栽
培
か
ら
始
め
て
行
徳
の
塩
業
、
銚
子
・
野
田
の

醤
油
、
行
田
の
足
袋
、
狭
山
の
茶
、
青
梅
の
林
業
、

用
口
の
鋳
物
等
を
収
め
、
つ
い
で
関
東
の
漁
業
地
帯

や
北
関
東
の
織
物
地
帯
を
そ
の
外
周
地
帯
と
し
て
一

括
さ
す
等
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
同
書
に
つ
い
て
さ
ら

に
詳
し
く
み
て
み
る
と
関
東
の
蒋
産
物
と
し
て
常

陸
、
下
野
の
紙
や
常
州
の
こ
ん
に
ゃ
く
、
常
隆
及
び
秦

野
の
煙
草
が
あ
げ
ら
れ
、
つ
い
で
特
権
的
保
護
産
業

中
に
上
州
の
砥
石
や
足
尾
銅
山
等
を
あ
げ
て
、
第
二

の
周
辺
地
域
の
項
中
か
ら
は
別
扱
い
に
し
て
い
る
。

ま
た
突
然
に
殖
産
興
業
の
項
が
お
か
れ
、
最
後
に
近

代
藍
業
へ
の
転
換
に
終
っ
て
い
る
。
よ
く
み
る
と
章

節
が
な
い
こ
と
や
、
本
書
の
構
成
が
大
体
専
門
執
筆

者
本
位
で
あ
る
こ
と
が
気
付
か
れ
る
の
で
あ
り
、
　
一

方
地
方
史
と
い
う
以
上
地
帯
論
を
考
え
、
地
方
の
産

業
史
の
し
め
く
く
り
を
近
代
資
本
の
形
成
と
工
業
地

帯
の
発
生
で
終
ら
そ
う
と
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ

る
。
そ
れ
に
し
て
も
地
方
史
に
お
け
る
産
業
立
地
論

と
地
帯
論
を
本
書
に
お
い
て
い
か
に
組
A
臥
せ
る
か
の

努
力
が
や
や
欠
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ

は
開
東
、
近
畿
両
為
と
も
序
説
の
執
筆
者
に
な
お
か

か
る
新
し
い
意
図
の
見
参
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
明
か

で
あ
る
。
地
理
学
者
が
地
域
構
成
の
基
盤
に
流
れ
る

歴
史
を
常
に
無
視
し
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
ほ

ど
に
は
歴
史
家
は
地
域
論
を
真
剣
に
考
え
て
は
い
な

い
よ
う
に
思
え
る
。
関
東
地
方
の
産
業
を
江
戸
と
い

う
一
大
消
費
地
を
中
心
と
し
て
チ
ュ
一
悪
ソ
的
な
關

構
造
に
従
っ
て
配
列
す
る
と
か
、
な
お
地
方
の
概
念

に
考
う
べ
き
も
の
が
多
く
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
本
書
が
学
術
の
薫
り
高
い
叢
欝
で
あ
る
だ
け

に
、
大
系
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

　
（
一
九
五
九
年
東
京
大
学
出
版
会
　
五
六
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
岡
謙
二
郎
）

　
　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
こ
の
夏
体
み
、
宮
崎
理
事
長
が
国
際
会
議
に
御
出

席
の
た
め
、
ソ
連
・
北
欧
諸
国
を
歴
訪
な
さ
る
の
を

は
じ
め
、
我
々
は
研
究
旅
行
な
ど
に
費
や
し
、
今
後

の
研
究
計
画
を
整
備
致
し
ま
し
た
。
そ
の
炎
暑
の
う

ち
に
編
集
し
た
本
号
も
、
爽
や
か
な
秋
風
と
と
も
に

お
葺
け
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
内
容
的
に
も

地
理
学
の
性
格
づ
け
に
関
す
る
本
質
論
や
、
細
緻
な

語
彙
考
証
な
ど
多
彩
で
、
流
達
れ
が
杷
．
憂
に
終
っ
た

こ
と
を
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
先
号
属
封
し
ま
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
多
く
の
建
設
的
御
意
見
を

い
た
だ
き
、
感
謝
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
お
忘
れ
の

方
は
至
急
御
送
付
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

・
今
後
と
も
、
や
や
も
す
れ
ば
安
易
な
編
集
方
針
に
陥

り
が
ち
な
我
々
に
、
御
批
判
を
お
審
せ
下
さ
れ
ば
光

，
栄
に
思
い
ま
す
。
御
意
見
を
ど
の
よ
う
に
紙
薗
に
反

映
さ
す
か
を
話
し
あ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め

に
も
充
実
し
た
玉
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
澄
元
）

窺
赫
○
○
韓
瓢
朋
二
蔵
舶
卿
欄
　
　
定
価
一
八
O
円

　
史
　
　
林
　
　
（
第
四
三
燃
第
五
号
）

　
　
　
　
京
都
市
左
京
難
吉
揃
本
町

　
　
　
　
京
都
大
学
丈
学
部
内

発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
】
主
翼
藩

　
　
　
　
　
　
理
事
畏
　
　
宮
崎
市
定

　
　
　
　
　
　
編
集
主
任
　

赤
松
俊
秀

　
　
　
京
都
市
下
京
区
酉
七
条
御
研
ノ
内
旨
町
三
九

印
猫
所
　
中
村
印
捌
株
式
三
遍

159 （83／）
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